
令和６年度技術士第二次試験問題 [建設部門] 

 

９ 建設部門【必須科目Ⅰ】 

 

Ⅰ 次の２問題（Ⅰ－１,Ⅰ－２）のうち１問題を選び回答せよ。（解答問題番号を明記し、

答案用紙３枚を用いてまとめよ。） 

 

 Ⅰ－１ 平成 31年 4月施行の改正労働基準法により、令和 6年 4月から建設業においても

罰則付き時間外労働上限規制の適用がされたところである。さらに、令和元年 6月成立

の新・担い手 3法では、著しく短い工期による請負契約の締結の禁止が規定され、令和

2年 7月に中央建設業審議会において「工期に関する基準」が作成・勧告されている。

このように、時間外労働規制等に適切に対応しつつ、適正な請負代金・工期が確保され

た請負契約の下で、適切に建設工事が実施される環境づくりが欠かせない。 

   また、建設業が持続的に発展していくためには、担い手の処遇改善や働き方改革の取

組を推進していくことで、新規入職を促進し、将来の担い手の確保・育成を図っていく

必要がある。さらに、働き方改革を推進していくと同時に、物的・人的両側面での生産

性の向上を図っていくことは建設業界全体の発展にとって不可欠である。 

他産業と比較しても働きやすく、また、魅力的な勤務環境づくりを果たし、建設業の

持続的な発展を実現するため、以下の問いに答えよ。 

 （１）建設業の働き方改革を推進するに当たり、技術者としての立場で多面的な観点から

３つの課題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。 

 （２）前問（１）で抽出した課題のうち、最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に

対する複数の解決策を示せ。 

 （３）前問（２）で示したすべての解決策を実行しても生じうるリスクとそれへの対策に

ついて、専門技術を踏まえた考えを示せ。 

 （４）前問（１）～（３）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の

持続性の観点から必要となる要点・留意点を述べよ。 


